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主催：京都府　京都市　京都商工会議所
後援：文化庁　全国知事会　全国市長会　指定都市市長会　全国町村会　日本商工会議所
　　　関西広域連合　関西経済連合会　（順不同、一部予定を含む）

主催：京都府　京都市　京都商工会議所
後援：文化庁　全国知事会　全国市長会　指定都市市長会　全国町村会　日本商工会議所
　　　関西広域連合　関西経済連合会　（順不同、一部予定を含む）



兄、吉田良一郎とともに「吉田兄弟」として1999年アルバム「いぶき」でメジャーデビュー。異例のヒットを記録する。
5歳より三味線を習い始め、全国大会などで頭角を現す。器楽としての津軽三味線の魅力を強調することで若い層にリス
ナーを広げ、2003年の全米デビュー以降、欧米、アジア等、世界各国での活動や、国内外問わず様々なアーティストと
のコラボレーションも積極的に行っている。健一は若手トップクラスの奏者が集結した津軽三味線集団『疾風』をプロデュー
スするなど個々の活動の幅も広げ、伝統芸能の枠を超えて活躍している。平成27年度文化庁文化交流使として、スペイン・
イタリア・ポルトガルにて公演およびワークショップを開催。また、バルセロナのカタルーニャ高等音楽院（ESMUC）では津
軽三味線の講義を行う。

・吉田  健一（よしだ　けんいち）［津軽三味線奏者］
○オープニング

シンポジウム　日本文化の展望　～文化庁移転を機に考える～

1959年、アメリカのワシントン D.C.生まれ。88年から来日、日本に永住。EPA通信社日本支局長を経て、2012年より写
真作家や文筆家として日本文化を国内外に紹介する企画に携わる。「ナショナル・ジオグラフィック」、「CNN」、「New York 
Times」、「家庭画報」などに広く作品を寄せる。著書に『俺たちのニッポン』（小学館）、『日本力』（松岡正剛氏との共著）
（PARCO）、『Japanese Samurai Fashion』（赤々舎出版）ほか多数。京都府観光推進顧問、文化庁長官表彰被表彰者。

・エバレット・ブラウン（Everett Kennedy Brown）［写真作家、会所プロジェクト理事］

○パネリスト

○パネルディスカッション

文化庁移転推進シンポジウム事務局　　〒541-0042 大阪市中央区今橋４－４－７
FAX： ０６-６２２１-５９３９
E-mail： bunkacho-iten@convention.co.jp
HP： http://www2.convention.co.jp/bunkacho-iten

（お問合せ）電話：06－6221－5936
日本コンベンションサービス株式会社内（平日10 時～ 17 時）

昭和21年生まれ、神奈川県出身。東京大学教養学部教養学科卒業。昭和47年外務省入省。在米国日本大使館参事官、
同公使、外務省経済局総務参事官などを経て、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）事務次長、ユネスコ日本政府代表部特命全
権大使、駐デンマーク特命全権大使、平成22年７月より同25年７月まで文化庁長官。退官後は、東京藝術大学客員教授、
京都市芸術文化協会理事長、東京都交響楽団理事長、日本舞踊協会会長等を務める。

・近藤  誠一（こんどう せいいち）［近藤文化・外交研究所代表、公益財団法人京都市芸術文化協会理事長、元文化庁長官］

●定員500名（入場無料）。応募多数の場合は抽選し、当否に関わらず連絡ハガキを送付します。
●応募には、郵便番号・住所・氏名・電話番号・電子メールアドレス・同伴者氏名（1名まで可）をご連絡下さい。戴いた個人情報は当事業の当否連絡にのみ使用します。
●応募締切は11月14日（火）必着。「はがき」「電子メール」「ホームページ（所定フォーマット記入）」「FAX（下記用紙使用）」のいずれかで、下記へお申込下さい。
●「はがき」「電子メール」「FAX」でのお申込みの場合は、「東京シンポジウム」参加希望の旨、明記ください。

参　加　申　込　方　法

申 込 先

○コーディネーター

京都大学法学部卒業、東京藝術大学大学院修了。
金沢21世紀美術館を立ち上げ、現在東京都現代美術館参事、東京藝術大学大学院国際芸術創造研究科教授。上海ロッ
クバンド美術館およびシンガポール現代アートセンター、アドバイザリー委員。犬島「家プロジェクト」アーティスティックディレク
ター。2017年10月よりポンピドゥ・センタ―・メッスにて、「JAPANORAMA: NEW VISION ON ART SINCE 1970」をキュ
レーション。第7回モスクワ現代美術国際ビエンナーレ「Clouds ⇄ Forests」キュレーター。

・長谷川  祐子（はせがわ ゆうこ）［東京都現代美術館参事、東京藝術大学大学院国際芸術創造研究科教授］

大阪府出身、京都大学経済学部卒業。
4歳よりヴァイオリンを始め、（故）工藤千博氏などへ師事。大学在学中にプロヴァイオリニストとして本格的な演奏活動を開
始。2006年に放送された『のだめカンタービレ』にオーケストラメンバーとして全話出演。 作曲・編曲も行い自身のオリジナル
曲での活動も開始し、2008年7月にはオリジナル曲を収めたファーストミニアルバム「First Gate」をリリース。2010年9月より、
『探偵!ナイトスクープ』の3代目秘書としても出演中。

京都の料亭「菊乃井」の長男として生まれる。2004年「日本料理アカデミー」を発足し、2006 年に日本料理アカデミー理事
長に就任。2016 年に社団法人全日本・食学会理事長、日本遺産大使に就任。
受賞歴：「卓越技能者  (現代の名工)」（2012年）、「京都府産業功労者」（2012年）、「京都府文化功労賞」（2013年）、「地
域文化功労者（芸術文化）」（2014年）、「第 66 回日本放送協会放送文化賞」（2015年）

・松尾  依里佳（まつお えりか）［ヴァイオリニスト］

・村田  吉弘（むらた よしひろ）［株式会社菊の井代表取締役、特定非営利活動法人日本料理アカデミー理事長］

検 索 「文化庁移転推進シンポジウム」

フリガナ フリガナ

お名前： 同伴者　（１名様まで可）：

ご住所：〒　　　  -　　　　　　電話［　　　　　ー　　　　　ー　　　　　］　E-mail［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


